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プリオン病の二次感染予防に関する研究 
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研究要旨 脳神経外科手術機器を介したプリオン病の発症に関して調査を行う。該当する施設の

現地調査を行い、リスクに関連する手術機器や課題を検討する。また、リスク保有者の経過観察

の支援を行い、発症のリスクを検討する。 

 

Ａ.研究目的 
本研究は「診断基準・重症度分類策定・改訂

のための疫学調査」に該当する。 
脳神経外科手術機器を介したプリオン病の発

症に関して、リスク保有者のフォローアップデ

ータを用いて調査を行う。該当する分野の日本

国内における唯一の研究である。脳神経外科手

術機器を介したプリオン病の二次感染に関して、

その実態が明らかとなり、脳神経外科医の間で

の啓蒙がなされ、感染拡大の予防効果が期待さ

れる。 
 
Ｂ.研究方法 

プリオン病のサーベイランス調査研究に参加

し、その内容を分析・検討することにより、プリ

オン病の二次感染予防リスクのある事例を抽

出・検討する。該当する施設の現地調査を行い、

リスクに関連する手術機器を検討する。また、

リスク保有者の経過観察の支援を行い、発症の

リスクを検討する。 
 
（倫理面への配慮） 

国立精神・神経医療研究センターの倫理委員

会で承認を得ている。 
 

Ｃ.研究結果 

1）新規インシデント事例 

令和元年度は新規のインシデント事案が 1 件

あり、現地調査を行った。継続して、フォローア

ップ支援の対応中である。 
【新規インシデント事例概要】 

CJD 症例に対して、発症後に、慢性硬膜下血

腫の手術を行った事例が報告された。当該病院

に関して、手術器具の滅菌条件の確認が行われ

たが、感染予防ガイドラインに準拠していない

箇所を認めた。従って、本事例は、インシデント

事例と判断し、当該病院の訪問調査を行った。

継続して、フォローアップ支援の対応中である。 
 

Ｄ.考察 

1）CJD 疑い患者に対して、発症 11 か月前に、

正常圧水頭症疑いで VP シャント術が行われた

事案に関して、協議された。当該手術の手術機

器の滅菌条件を確認すると、ほとんどすべて感

染予防ガイドラインに準拠されていることが確

認された。一つだけ、バーホールエコーのみ、ガ

イドラインに準拠しない条件で滅菌されていた

が、当該手術で使用していないことが、確認さ

れた。以上より、本事案は、インシデント事案で

はないと判断された。 
2）1980 年台に、髄膜腫手術に対して、Lyodura
が使用された症例で、最近、髄膜腫が再発した

ために、手術を行う予定で、問い合わせがあっ

た事案が協議された。当初、オートクレーブ滅

菌出来ない、CUSA を使用して、腫瘍吸引する

予定であった。しかし、本症例は、他の病院に移

り、CUSA を使用せず、腫瘍摘出術を行った。出

血量が多く、輸血を行ったが、神経所見は改善

して独歩退院をする事ができた。 
 
本会議で、過去に Lyodura が使用されたとわ

かっている症例に対して、インシデント委員会

としての対応が協議された。過去に、Lyodura が

使用されたのが、約 10 万人ぐらいおり、その中
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から、dCJDが100人以上発生している。従って、

当委員会としては、過去に Lyodura が使用され

たとわかっている症例にたいしては、可能な限

り、プリオン病患者と同様の滅菌対応を行うこ

とをすすめていく方針となった。 
 

Ｅ.結論 

これまでのところ、18 事例をフォローアップ

しているが、プリオン病の二次感染事例はない。

引き続き、プリオン病の二次感染予防リスクの

ある事例について、現地調査を含めてフォロー

を行い、日本脳神経外科学会などで啓発活動を

行う。 
 

Ｆ.健康危険情報 

特になし 

 

Ｇ.研究発表 

1.論文発表 

なし 

 
2.学会発表 

なし 

 
Ｈ.知的財産権の出願・登録状況(予定を含む。) 

1.特許取得 

なし 

 

2.実用新案登録 

なし 

 

3.その他 

なし 

 

 


